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少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
人
口
の
都
心
回
帰
が
活
発
化

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
と
新
住
民
の
増
加

は
、
水
平
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
減
少
と
、
地
域
力
の
弱
化
と
い
う

問
題
を
内
包
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
世
帯
の
小
規

模
化
や
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
、
個

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
失
わ
れ
や
す
い
状
況
の
中
で
、
暮
ら
し

の
孤
立
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
っ
た
、

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
懸
念
に
向
き
合
っ
た
と
き
、
市
場

の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
、
メ
ン
タ
ル
な
安
全
・

安
心
を
支
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
が
リ
ア

ル
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
と
り
わ
け
都
心
部
で
は
、
流
動
性

の
高
さ
や
資
源
の
集
積
と
い
う
特
徴
を
前
提
に
、
人
と
暮
ら
し
と

ま
ち
を
つ
な
ぐ
場
や
仕
組
み
を
地
域
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
こ
う
し
た
思
い
の
も
と
に
、
前
回
（
第
一
〇
話
）
は
、
京
都
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
高
田
・
神
吉
研
究
室
お
よ
び
大
阪
市
立
大
学

大
学
院
生
活
科
学
研
究
科
三
浦
研
究
室
と
大
阪
ガ
ス
（
株
）
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
文
化
研
究
所
（
筆
者
所
属
）
に
よ
る
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

け
る
都
心
居
住
の
実
態
と
あ
り
方
に
関
す
る
合
同
調
査
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
高
田
・
神
吉
研
究
室
が
調
査
主
体
と

な
っ
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
大
阪
都
心
部
に
居
住
す
る

子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
介
護
世
帯
の
地
域
と
の
関
わ
り
に
関
す
る

調
査
」
の
結
果
を
簡
単
に
紹
介
し
た
。
調
査
を
通
し
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
参
加
の
場
づ
く
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
し
、
暮
ら
し
の
孤
立
化
を
防
い
で
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
現
在
、
新
た
に
子
育
て
層
と
し
て
都
心
部
に
流
入
し
て
き
て
い

る
層
、
あ
る
い
は
医
療
・
福
祉
施
設
の
充
実
を
求
め
て
都
心
部
に

移
り
住
ん
で
く
る
高
齢
者
層
の
多
く
は
、
地
域
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
必
ず
し
も
長
け
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
。
地
域
資
源
を
介
し
て
育
ま
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
存
在
が
、
高
齢
者
介
護
世
帯
や
高
齢
者
そ
の
も
の
の
暮

ら
し
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
安
心
感
や
生
活
の
質
の
向
上
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
と
、
地
域
資
源
と
の
関
わ
り
が
乏
し
い

ま
ま
年
を
重
ね
る
こ
と
は
、
近
い
将
来
、
生
活
上
の
大
き
な
リ
ス

ク
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
地
域
の
有
形
無
形
の
資
源
を
使
い

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
 

大阪・上町台地発

都心居住文化の創造へ 
（第11話）

都
心
居
住
の
主
体
を
育
む

地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
じ
め
に
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こ
な
し
、
他
者
と
の
関
係
を
築
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
都
心
居
住

の
主
体
を
育
て
て
い
く
場
や
仕
組
み
づ
く
り
が
、
将
来
へ
の
投
資

と
し
て
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

　
当
連
載
第
一
一
話
で
は
、
前
述
の
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
介
護
世

帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
改
め
て
必
要
性
を
確
認
し
た
、
都
心

居
住
支
援
と
し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
実
践
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
「
地
域
資
源
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
関

す
る
実
践
研
究
」
の
成
果
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
紹
介
す
る
。
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
新
川
研
究
室
＋
山
口
研

究
室
（
以
下
、
新
川
研
究
室
＋
山
口
研
究
室
）
、
京
都
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
高
田
・
神
吉
研
究
室
（
以
下
、
高
田
・
神
吉
研
究
室
）
、

大
阪
ガ
ス（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
に
よ
る
共
同
研
究
に
、

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
に
よ
る
運
営
協
力
お
よ
び

（
株
）縁
人
が
京
都
を
舞
台
に
取
り
組
ん
で
き
た
、
ロ
ー
カ
ル
・
イ
シ

ュ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
想
の
展
開
と
技
術
参
画
に
よ
っ
て
実
現

し
た
、
産
学
地
域
協
働
の
実
践
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
（
図
１
）。 

　
な
お
、
同
研
究
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
お
よ
び
取
り
ま
と
め
を
、

山
口
洋
典
氏
（
同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
助
教

授
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
事
務
局
長
）
が
担
当
し
、

新
川
研
究
室
＋
山
口
研
究
室
が
、
主
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点

か
ら
の
検
討
・
実
践
を
担
い
、
高
田
・
神
吉
研
究
室
が
、
主
と
し

て
都
心
居
住
支
援
の
観
点
か
ら
の
検
討
・
実
践
を
担
う
と
と
も
に
、

同
研
究
室
博
士
前
期
課
程
（
当
時
）
の
高
間
勲
氏
が
、
修
士
論
文
「
都

心
居
住
支
援
を
目
的
と
し
た
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
に

関
す
る
研
究
―
上
町
台
地
界
隈
を
対
象
と
し
て
―
」（
二
〇
〇
七
年

二
月
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
高
間
氏
の
修
士
論
文
（
図

２
）
お
よ
び
山
口
氏
に
よ
る
同
調
査
研
究
報
告
書
の
一
部
を
抜
粋
し

な
が
ら
、
筆
者
の
私
見
も
若
干
交
え
つ
つ
、
実
践
研
究
の
内
容
を

簡
単
に
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
断
片
的
な
紹
介
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
し
て
お
く
。 

   

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
流
動
性
が
高
い
都
心
部
に
お
い
て
、
居

住
者
が
安
心
や
安
全
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
を
導
く
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
理
論
的
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
開

発
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
検
証
を
行
い
、
持
続
的
な
運
営
へ
と

つ
な
い
で
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。
な
ぜ
、
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
活
用
に
よ
る
都
心
居
住
支
援
な
の
か
と
い
え
ば
、
地
域
資

源
へ
の
注
目
の
喚
起
を
入
り
口
に
、
居
住
地
と
し
て
の
都
心
へ
の

愛
着
を
育
み
、
転
じ
て
住
ま
い
手
に
対
す
る
都
心
居
住
支
援
を
実

現
し
て
い
く
道
筋
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。 

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
至
る
前
史
と

し
て
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考

え
る
会
」
が
先
行
的
に
取
り
組
み
、

二
〇
〇
四
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
六
年

一
二
月
ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
き
た
「
上
町
台
地
・
地
域
資

源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
存
在
が
あ
る
。

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
「
上
町
台
地

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
活
動
に

参
加
し
て
い
る
高
田
研
究
室
（
現
高

田
・
神
吉
研
究
室
）
の
大
学
院
生
尾

形
氏
を
中
心
に
、
当
初
は
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

形
式
で
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
フ

リ
ー
ブ
ロ
グ
形
式
へ
と
改
良
が
加
え

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
図
３
）
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
目
的
は
、
「
上
町

台
地
に
存
在
す
る
人
・
モ
ノ
・
情
報

都心居住文化の創造へ 
 

地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
都
心
居
住
支
援

図1「地域資源データベースを活用した地域コミュニケーションデザインに関する
       実践研究」体制

研究会メンバー 

小原憲太郎、嘉村賢州、永田周一、松田行泰、西尾直樹（いずれも（株）縁人）

技術開発パートナー 

上町台地からまちを考える会

運営パートナー 

（所属・役職等は2007年3月当時） 

高田　光雄（京都大学大学院工学研究科教授、上町台地からまちを考える会理事）

新川　達郎（同志社大学大学院総合政策科学研究科教授）

山口　洋典（同志社大学大学院総合政策科学研究科助教授、
　　　　　　 上町台地からまちを考える会事務局長、應典院主幹）

安枝　英俊（京都大学大学院工学研究科助手）

弘本由香里（大阪ガス（株）エネルギー・文化研究所客員研究員、
　　　　　　 上町台地からまちを考える会理事）

高間　 勲  （京都大学大学院工学研究科博士前期課程）

木村　祐太（京都大学大学院工学研究科博士前期課程）

柴田　尚子（京都大学大学院工学研究科博士前期課程）

越野　清実（同志社大学大学院総合政策科学研究科博士前期課程）

宗田　勝也（同志社大学大学院総合政策科学研究科博士前期課程）

新しい地域ガバナンスを
実現するためのデータベ
ースの企画・開発・運営
について議論する研究会
のワンシーン 
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簡
単
に
紹
介
す
る
。
紙
幅
の
都
合
で
断
片
的
な
紹
介
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
詫
び
し
て
お
く
。 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
目
的
は
、
「
上
町

台
地
に
存
在
す
る
人
・
モ
ノ
・
情
報

な
ど
の
地
域
資
源
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
・
公
開
す

る
事
業
で
あ
る
。
単
に
資
源
を
網
羅
す
る
の
で
な
く
、
実
際
に
そ

の
資
源
を
利
用
し
た
活
動
お
よ
び
活
動
主
体
を
同
時
に
掲
載
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ

か
ら
活
動
を
始
め
た
い
都
心
居
住
者
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
」（
尾
形
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

　
し
か
し
、
当
初
の
思
い
ど
お
り
に
利
用
が
進
ん
だ
わ
け
で
は
な

く
「
こ
れ
ま
で
運
用
さ
れ
て
き
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
考
え
る
会

か
ら
の
一
方
的
な
情
報
提
供
の
場
で
あ
り
、
定
期
的
な
更
新
の
さ

れ
な
い
状
態
の
ま
ま
情
報
量
が
追
加
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

居
住
者
が
地
域
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
と
い
う
地
域
資
源

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
持
つ
べ
き
意
義
を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
支

援
者
（
研
究
者
、
行
政
職
員
、
民
間
企
業
研
究
員
な
ど
）
の
利
用
が

中
心
的
な
ニ
ー
ズ
と
考
え
ら
れ
、
一
般
的
な
居
住
者
に
利
用
さ
れ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
集
約
さ
れ
た
情
報
を
活
か
し
、

地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
持
つ
べ
き
本
来
的
な
価
値
に
向
け
た

改
善
が
望
ま
れ
る
」（
高
間
）
と
見
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
、
双
方
向
的
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
と
し
て
再
整
備
し
、
人
間

交
流
を
導
き
出
す
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
新
た

な
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
、
実
践
の
方
向
性
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

　 

  

　
同
実
践
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
を
担
っ
た
山
口
氏
と

高
間
氏
を
中
心
に
、
研
究
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
で
の
対
話
を
通

し
て
、
理
論
的
検
討
と
シ
ス
テ
ム
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ

都心居住文化の創造へ 
 

図2  フィールドワーク中の高間勲氏（写真）と
　　 修士論文目次

図3 「上町台地地域資源データベース」概要

都
心
居
住
支
援
の
三
要
件
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第３章 都心居住支援ツールとしての地域資源データベースのあり方

　3–1  都心居住者と地域資源・地域活動の関係 
　3–2  演劇のメタファーを用いた都心居住支援の考察 
　　　　1.演劇のメタファーの導入、 
　　　　2.必要とされる都心居住支援が成立するための要件 
　3–3  地域資源データベースによる都心居住支援のあり方 
　　　　1.都心居住支援者に対するインタビュー調査概要、上町台地界
　　　　　隈における都心居住支援、都心居住支援ツールとしての地域
　　　　　資源データベースに望まれるもの 

第４章 都心居住支援を目的とした地域資源データベースの開発

　4–1  イベント情報と地域資源情報 
　　　　1.イベント情報、2.地域資源情報、 
　　　　3.イベント情報と地域資源情報の関係性 
　4–2  開発基本要綱 
　4–3  イベント情報のデータベース化 
　　　　1.概要、2.イベント情報の閲覧、 
　　　　3.イベント情報の検索、イベント情報の投稿・管理 
　4–4  地域資源のデータベース化 
　　　　1.概要、2.地域資源情報の閲覧、3.地域資源情報の検索、 
　　　　4.地域資源情報の投稿・管理 
　4–5  地域資源データベースによる都心居住支援 

第５章 地域資源データベースの運用を通した
　　　 効果検証

　5–1 効果検証の目的と方法 

　5–2 イベント情報の検証 

　5–3 地域資源情報の検証 

　5–4 イベント情報と地域資源情報の連携の検証 

　5–5 検証結果の考察 

第６章　結論 
 

図1「地域資
       実践研究

研究会メン

小原憲太郎

技術開発パ

上町台地か

運営パー

高田　光雄

新川　達郎

山口　洋典
　　　　　

安枝　英俊

弘本由香里
　　　　　

高間　 勲

木村　祐太

柴田　尚子

越野　清実

宗田　勝也

 高 間　勲 
（京都大学大学院工学研究科博士前期課程）

都心居住支援を目的とした地域資源データベースの開発に関する研究 
 ―上町台地界隈を対象として― 
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都
心
居
住
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
あ

り
方
に
関
す
る
理
論
的
検
討
の
過
程
で
は
、
「
『
演
劇
』
の
メ
タ
フ
ァ

ー
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
・
地
域
活
動
と
、
そ
こ

に
関
わ
る
支
援
者
と
被
支
援
者
の
関
係
性
を
抽
出
し
、
都
心
居
住

支
援
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
」（
高
間
）
考
察
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
次
の
よ
う
な
要
件
の
抽
出
に
至
っ
て
い
る
（
高
間
氏
の
論
文

か
ら
抜
粋
）
。 

　 

　
都
心
居
住
支
援
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
直
接
的
、
間

接
的
支
援
者
、
そ
し
て
地
域
資
源
を
基
に
し
た
活
動
が
常
に
再

創
造
さ
れ
続
け
る
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
さ
ら
に
演
劇
で
い
え
ば
、
役
者
と
裏
方
に
よ
っ
て
つ

む
ぎ
出
さ
れ
た
作
品
を
観
客
が
鑑
賞
し
、
鑑
賞
を
通
じ
た
反
応

が
そ
の
演
じ
手
、
も
し
く
は
そ
の
劇
団
に
返
っ
て
く
る
こ
と
と

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
同
様
の
構

造
で
あ
る
。
や
が
て
そ
の
観
客
の
中
か
ら
新
た
な
役
者
が
出
る

可
能
性
も
あ
り
、
そ
し
て
演
劇
の
世
界
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

裏
方
と
し
て
演
劇
の
舞
台
を
支
え
て
い
く
人
材
が
生
ま
れ
る
の

と
同
様
に
、
最
初
は
何
気
な
く
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
た
居
住
者
達
が
、
よ
り
新
し
い
作
品
を
生
み
出
す
担
い
手
に

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
（
図
４
・
図
５
）
。 

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
都
心
居
住
支
援
と
し
て
、

①
「
演
劇
」
へ
の
参
加
支
援
、
②
「
裏
方
」「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

の
誕
生
支
援
、
③
「
裏
方
」「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
成
長
支
援
、

の
三
点
が
抽
出
さ
れ
た
。 

（
中
略
） 

　
演
劇
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
説
明
し
た
地
域
資
源
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
具
体
的
に
は
、

①
「
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
」
、
②
「
地
域
活
動
の
担
い
手
を

生
む
」
、
③
「
地
域
活
動
の
担
い
手
が
育
つ
」
、
の
三
点
が
都
心

居
住
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
望
ま

れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

　
こ
う
し
て
、
演
劇
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
抽

出
さ
れ
た
、
都
心
居
住
支
援
の
三
要
件
を
構
造
化
す
る
地
域
資
源

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

   

　
ま
ず
、
都
心
居
住
支
援
の
第
一
段
階
に
あ
た
る
「
地
域
活
動
へ
の

参
加
促
進
」
を
実
現
す
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
着
目

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
で
あ
る
。
「
最
初
は
何

気
な
く
参
加
し
て
い
た
居
住
者
の
意
識
を
高
め
、
次
の
担
い
手
を

生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
。
（
中
略
） 

地
域
に

散
在
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
集
約
し
、
検
索
可
能
な
形
に
し
た
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
支
援
者
が
居
住
者
に
働
き
か
け
る
場
と
な
り
、

反
対
に
、
居
住
者
の
側
か
ら
の
声
（
歓
声
や
劇
評
）
が
集
ま
る
場
と

な
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
う
し
た
や
り
と
り
が
日
々
収
集
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
資
源
を
基
に
し
た
活
動
が
常
に
再
創
造

さ
れ
続
け
る
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
」（
高
間
）
た
め
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
関
連
す
る
地
域
資
源
情
報
と
イ
ベ

ン
ト
情
報
の
相
乗
作
用
へ
の
気
づ
き
が
生
ま
れ
る
。
「
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
多
様
な
形
で
埋
め
込
ま
れ
た
地
域
資
源
に

一
つ
一
つ
解
説
を
添
え
て
い
く
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の

き
っ
か
け
を
生
み
出
す
の
み
な
ら
ず
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通

じ
て
得
た
地
域
に
対
す
る
興
味
関
心
を
深
め
る
機
会
と
し
て
地
域

資
源
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
者
が
担
い
手
へ
と
育
っ
て
い
く
た
め
の
支
援
と
な
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
地
域
資
源
情
報
と
い
う
二
面
構

造
を
持
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
両
情
報
利
用
者

の
行
き
来
が
生
じ
、
普
段
は
交
わ
ら
な
い
は
ず
の
人
た
ち
が
交
わ

都心居住文化の創造へ 
 

図4  演劇のアナロジー：各主体の役割

図5  演劇のアナロジー：主体間の関係から生まれる主体の変化

イ
ベ
ン
ト
情
報
と
地
域
資
源
情
報
の
連
携

観客 役者

作品を観た観客が演劇の世界に興味・関心を持ち、
役者として舞台にたつようになる

非居住者が、地域の魅力に惹かれ、
居住者になっていく

観客 裏方

作品を観た観客が演劇の世界に興味・関心を持ち、
裏方として演劇の舞台を支えていく

非居住者が、地域の魅力に惹かれ、
間接的支援者になっていく

観客 プロデューサー

役者 プロデューサー

裏方 プロデューサー

作品を観た観客がいてもたってもいられず、
プロデューサーとして演劇を創る側になる

非居住者が、地域の魅力に惹かれ、
直接的支援者になっていく

役者 裏方

役者が観客の反応を受け、
裏方として演劇の舞台を支えていく

居住者が、地域に暮らす意味を十分に感じ取り、
自らが間接的支援者になっていく

役者が観客の反応を受け、
プロデューサーとして演劇を創る側になる

居住者が、地域に暮らす意味を十分に感じ取り、
自らが直接的支援者になっていく

裏方が観客の反応を受け、
プロデューサーとして演劇を創る側になる

間接的支援者が、地域資源・地域活動に対する思いを
強め、自らが直接的支援者になっていく

裏方

裏方が観客の反応を受け、
プロデューサーにさらなる支援をするようになる

間接的支援者が、地域資源・地域活動に対する思いを
強め、直接的支援者へのさらなる支援を展開する

演劇のメタファー 都心居住

新たな支援

プロデューサー

プロデューサーが観客の反応を受け、
新たな作品づくりにとりかかる

直接的支援者が、地域資源・地域活動に対する思いを
強め、さらなる活動を展開する

新たな作品

プロデューサー

プロデューサーが劇場に
役者、観客を引き寄せる

直接的支援者が、地域資源・地域活動に関わるきっかけを提供することで、居住者が
地域と関わりを持つようになり、また非居住者からの注目を集めるようになる

間接的支援者による支援が、地域に暮らす意味を居住者達が十分に感じ取り、ならびに
活動家たちがさらなる活動を展開することによって地域の魅力が高まることにつながる裏方

裏方の存在が作品を
成立させる

役者が演じ手としての
意識を持つ

観客が作品を鑑賞する

役者
居住者が地域に暮らす意味を十分に感じ取る

非居住者が地域の魅力を知る

非居住者が地域の活動に対し、意見・感想を伝える（書き込む）
観客 観客が演じ手、劇団に

作品鑑賞の反応を返す

演劇のメタファー 都心居住



69 CEL Jun.  2007

生
む
」
、
③
「
地
域
活
動
の
担
い
手
が
育
つ
」
、
の
三
点
が
都
心

居
住
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
望
ま

造
を
持
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
両
情
報
利
用
者

の
行
き
来
が
生
じ
、
普
段
は
交
わ
ら
な
い
は
ず
の
人
た
ち
が
交
わ

る
場
と
も
な
る
」（
高
間
）
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

　
こ
う
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
〈
サ
イ
ド
Ａ
〉

に
、
地
域
資
源
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
〈
サ
イ
ド
Ｂ
〉
と
し
て
、

両
者
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
、
都
心
居
住
支
援
の

た
め
の
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
フ
レ
ー
ム
が
誕
生
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
サ
イ
ド
Ａ
は
「
上
町
台
地.cotocoto

（
コ
ト
コ
ト
）
」
、

サ
イ
ド
Ｂ
は
「
上
町
台
地.cotocoto+

（
コ
ト
コ
ト
・
プ
ラ
ス
）
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
。 

　
名
前
の
由
来
は
「
上
町
台
地
界
隈
の
社
会
的
、
文
化
的
、
歴
史
的

な
魅
力
に
着
目
し
、
多
彩
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
集
約
す
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
と
企
画

者
の
出
会
い
を
と
お
し
て
、
上
町
台
地
界
隈
へ
の
愛
着
と
、
さ
ら

な
る
魅
力
が
高
ま
る
よ
う
に
、
『
出
来
事
＝
コ
ト
』
と
『
物
事
＝
コ

ト
』
を
結
び
つ
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
図
を
持
つ
。
サ
イ
ド
Ｂ

に
『
＋
』
と
付
け
た
理
由
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
サ
イ

ド
Ａ
）
が
都
心
居
住
を
支
援
す
る
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
効
果

を
高
め
、
支
援
者
（
特
に
間
接
的
支
援
者
）
に
と
っ
て
も
利
用
価
値

の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ

る
」（
山
口
）
。 

　 

   

「
上
町
台
地.cotocoto

（uem
achi.cotocoto.jp

）
」
と
「
上
町
台

地.cotocoto+

（u
em
ach
i.cotocoto.jp

/p
lu
s

）
」
の
開
発
の
基

本
要
綱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
高
間
氏
の
論
文
に
山
口
氏
が
加
筆

修
正
を
し
た
報
告
書
か
ら
抜
粋
）
。 

 

■
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル 

　
本
研
究
で
は
、
開
発
意
図
に
近
い
形
で
運
用
さ
れ
て
い
る
既

存
の
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス
に
開
発
を
進
め
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
し
て
は
、（
株
）
縁
人
が
開
発
・
運
営
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
京
都.cotocoto

（
旧kenshu.org

）」

を
採
用
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
特
化
し
た
情
報
収

集
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
提
供
す
る
側
と
利
用
す
る
側
の
視
点

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
資
源
情
報
に

関
し
て
は
「W

ordpress

」
を
採
用
し
た
。
「W

ordpress

」
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
で
あ
り
、

地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
管
理
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
の
連
携
に
も
適
し
て
い
る
。
両
サ
イ
ト
の
連
携
概

念
を
図
６
に
示
す
。 

■
開
発
協
力 

　
シ
ス
テ
ム
構
築
に
関
す
る
技
術
面
の
協
力
は
、（
株
）
縁
人
に

依
頼
さ
れ
た
。
筆
者
ら
は
、（
株
）
縁
人
と
、
開
発
に
関
す
る
意

識
共
有
の
た
め
の
開
発
会
議
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
継
続
し
て
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
し
て
い
く
た
め
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
関
わ
る
問
題
は
（
株
）
縁
人
か
ら
の
提
案
を

協
議
に
よ
っ
て
採
用
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

協
働
開
発
で
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

■
開
発
日
程 

　
筆
者
ら
と
（
株
）
縁
人
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
二
三
日
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
第
一
回
目
を
行
い
、
そ
の
後
隔
週
で
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
き
た
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
〇
七
年
一

月
二
〇
日
に
仮
稼
動
、
一
月
二
六
日
か
ら
β
版
の
本
稼
動
（
基

本
シ
ス
テ
ム
の
搭
載
）
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
も
補
助
的
な
機

能
が
随
時
搭
載
さ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

■
運
営
体
制 

　
シ
ス
テ
ム
全
体
に
対
す
る
管
理
・
運
営
を
「
上
町
台
地
か
ら
ま

ち
を
考
え
る
会
」
が
担
い
、
技
術
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
（
株
）
縁
人

が
担
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
伴

い
、
新
た
な
人
的
・
物
的
協
力
が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
「
上
町

台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
意
思
決
定
の
下
で
随
時
対
応
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。 
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イ
ベ
ン
ト
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
サ
イ
ド
Ａ
）「
上
町
台
地.cotocoto

」

に
は
、
①
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
登
録
」
、
②
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
管

理
」
、
③
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
検
索
」
、
④
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
閲

覧
」
、
⑤
「
イ
ベ
ン
ト
へ
の
申
し
込
み
」
の
機
能
が
盛
り
込
ま
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用
者
の
意
識
と
行
動
を
喚
起
す
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
る
（
図
７
・
図
８
）
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か
ら
「
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
閲
覧
」
機
能
を
と
お
し
て
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
紹

介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
（
高
間
氏
の
論
文
に
山
口
氏
が
加
筆
修
正

を
し
た
報
告
書
か
ら
抜
粋
）
。 

 

　
イ
ベ
ン
ト
情
報
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
の
は
、
①
「
イ
ベ
ン

ト
名
」
、
②
「
告
知
文
」
、
③
「
基
礎
情
報
」
、
④
「
キ
ー
ワ
ー
ド

（
リ
ン
ク
）
」
、
⑤
「
関
連
地
域
資
源
（
リ
ン
ク
）
」
、
⑥
「
コ
メ
ン

ト
」
の
六
点
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
名
、
基
礎
情
報
（
主
催
者
・
団

体
名
、
開
催
日
程
、
開
催
場
所
、
参
加
費
、
定
員
）
は
、
閲
覧
者

が
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
告
知
文
に
は
、

開
催
場
所
や
基
礎
情
報
以
外
に
、
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
魅
力
的
に

紹
介
す
る
た
め
の
情
報
が
書
か
れ
、
投
稿
者
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

上
町
台
地
界
隈
が
魅
力
的
に
語
ら
れ
る
場
と
な
る
。
同
様
に
、

キ
ー
ワ
ー
ド
も
ま
た
、
主
催
者
に
よ
っ
て
魅
力
が
語
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
興
味

の
広
が
り
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
コ
メ

ン
ト
欄
に
、
主
催
者
や
主
催
者
の
応
援
者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
が

書
か
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
臨
場
感
の
あ
る
情
報
ペ
ー
ジ
と
な
り
、

閲
覧
者
を
引
き
つ
け
る
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
後
に
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
の
声
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
と
参

加
者
の
交
流
の
場
と
も
な
る
。
（
中
略
） 

　
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
興
味
・
関
心
を
抱
く
こ
と
で
、

都心居住文化の創造へ 
 

図7 「上町台地.cotocoto」概要/機能一覧図8  都心居住支援を目的とした地域資源データベースの構造
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ペ
ー
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特
徴
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加
者
の
交
流
の
場
と
も
な
る
。
（
中
略
） 

　
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
興
味
・
関
心
を
抱
く
こ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
に
登
場
す
る
地
域
資
源
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
が

閲
覧
者
の
中
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
ペ
ー
ジ
内
に
登
場
し
た
関
連
地
域
資
源
を
一
覧
で

表
示
し
、
地
域
資
源
情
報
ペ
ー
ジ
（
「
上
町
台
地.cotocoto+

」
）

に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

何
気
な
く
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
参
加
者
が
、
地
域
資
源
情
報

を
知
り
、
さ
ら
な
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
地
域
資
源
へ
の

イ
ベ
ン
ト
外
の
ア
ク
セ
ス
、
あ
る
い
は
地
域
資
源
情
報
を
知
る

こ
と
に
よ
る
担
い
手
へ
の
発
展
な
ど
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
と
っ
て
も
、
イ
ベ

ン
ト
を
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
資
源
に
根
ざ
し
た
、

地
域
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る

機
会
と
も
な
り
、
新
た
な
活
動
へ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
ま
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
ペ
ー
ジ
に
は
、
携
帯
閲
覧
用
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
参
加
保
留

ボ
タ
ン
と
い
っ
た
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
（
後
略
） 

   

　
一
方
、
地
域
資
源
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
サ
イ
ド
Ｂ
）「
上
町

台
地.cotocoto

＋
」
は
、
既
存
の
「
上
町
台
地
地
域
資
源
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
」
の
デ
ー
タ
を
「W

ordpress

」
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
、
情

報
の
投
稿
・
編
集
を
複
数
人
で
管
理
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
図

７
・
図
８
）
。
こ
こ
で
は
「
地
域
資
源
情
報
の
閲
覧
」
機
能
を
通
し

て
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
（
高
間
氏
の
論

文
に
山
口
氏
が
加
筆
修
正
を
し
た
報
告
書
か
ら
抜
粋
）
。 

 

　
地
域
資
源
情
報
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
の
は
、
①
「
地
域
資

源
名
」
、
②
「
解
説
文
」
、
③
「
写
真
」
、
④
「
地
図
」
、
⑤
「
関

連
カ
テ
ゴ
リ
」
、
⑥
「
記
述
者
Ｉ
Ｄ
」
、
⑦
「
コ
メ
ン
ト
」
の
七

点
で
あ
る
。
（
中
略
） 

　
以
前
の
も
の
に
は
な
か
っ
た
情
報
と
し
て
は
、G

oogle m
ap

に
よ
る
地
図
表
示
を
設
け
た
。
視
覚
的
に
位
置
を
把
握
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
が
、
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

位
置
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
作
業
は
地
域
と
の
関

係
を
取
り
結
ぶ
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
地
域
資
源
に
関
連
す
る
カ
テ
ゴ
リ
は
ペ
ー
ジ
上
部
に
表
示
さ

れ
る
。
あ
る
資
源
に
関
わ
っ
た
人
が
、
別
の
資
源
に
興
味
・
関

心
を
持
ち
、
新
た
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
各
資
源
に
は
、
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す
る
の
で

は
な
く
、
関
連
す
る
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
を
与
え
た
。 

　
さ
ら
に
、
上
部
の
関
連
カ
テ
ゴ
リ
表
示
の
下
に
は
、
記
述
者
Ｉ

Ｄ
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
情
報
ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
示
し
、
ま
た
、
複
数
の
人
に
よ
っ
て
情
報
が
更
新

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
） 

現
在
は
、

筆
者
ら
の
研
究
室
の
み
で
作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
意
図
ど
お

り
に
は
機
能
し
て
い
な
い
が
、
地
域
資
源
の
管
理
者
、
あ
る
い

は
関
連
す
る
活
動
の
運
営
者
な
ど
が
更
新
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
情
報
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
資
源
に
関
わ
る
人
た
ち
が
集
う
場
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

ら
れ
、
今
後
地
域
内
で
情
報
提
供
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
（
後
略
） 

   

　
始
動
は
し
た
も
の
の
、
発
展
途
上
の
「
上
町
台
地.cotocoto

」

と
「
上
町
台
地.cotocoto
＋
」
で
あ
る
。
稼
動
ま
も
な
い
現
段
階

で
、
実
際
の
居
住
者
に
よ
る
利
用
実
態
や
効
果
を
検
証
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
有
効
性
・

妥
当
性
に
関
す
る
検
証
を
試
み
て
い
る
。 

 

「
目
的
の
一
つ
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
、
地
域
と

関
わ
る
入
り
口
と
し
て
有
効
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
際
、
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新
規
居
住
者
や
非
居
住
者
と
い
っ
た
地
域
と
関
わ
り
を
ほ
と
ん
ど

持
た
な
い
人
た
ち
の
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

元
々
抱
い
て
い
た
興
味
・
関
心
と
は
異
な
る
部
分
か
ら
の
地
域
へ

の
興
味
・
関
心
の
萌
芽
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
二
つ
目
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
と
地
域
資
源
情
報
を
利
用
す
る
こ
と

の
連
携
が
も
た
ら
す
効
果
を
検
証
す
る
。
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
の

全
体
像
と
し
て
の
妥
当
性
の
検
証
で
あ
る
」（
高
間
） 

　
検
証
イ
ベ
ン
ト
は
、
ま
ち
歩
き
と
そ
の
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用

と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
た
。
紙
幅
の
都
合
で
具
体
的
な
検
証
の
プ
ロ

セ
ス
や
結
果
の
詳
細
説
明
は
省
略
す
る
が
、
地
域
に
関
わ
る
入
り
口
と

し
て
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
上
町
台
地.cotocoto

）

の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

地
域
資
源
情
報
を
多
様
な
形
で
埋
め
込
み
解
説
し
て
い
く
統
合
型

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
妥
当
性
と
と
も
に
、
担
い
手
の
誕
生
や
成
長

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
一
方
、
検
証
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を
受
け

て
、
①
「
各
資
源
情
報
ペ
ー
ジ
に
基
礎
情
報
欄
を
設
け
る
」
、
②
「
各

地
域
資
源
ペ
ー
ジ
に
関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
表
示
す
る
」
、
③
「
地

図
検
索
ペ
ー
ジ
か
ら
地
区
カ
テ
ゴ
リ
一
覧
へ
の
移
動
」
、
④
「
選
択

項
目
と
し
て
の
地
域
資
源
名
を
用
意
」
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
改
善

も
行
っ
て
い
る
。
が
、
カ
テ
ゴ
リ
の
あ
り
方
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
検

索
方
法
の
あ
り
方
、
情
報
内
容
の
充
実
な
ど
の
課
題
は
引
き
続
き

残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
で
き
た
と
は
い
え
、

そ
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
途
上
で
あ
り
、
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
モ
デ
ル
と
な
る
に
は
、
多
く

の
課
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

   

　
今
後
、
持
続
的
運
営
へ
と
つ
な
い
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

こ
そ
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
産
学
地
域
協
働
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
組
ま
れ
た
意
義
が
い
っ
そ
う
発
揮
さ
れ
て
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
ま
ち
の
中
の
リ
ア
ル
な
場
と
人
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
た
な
都
心
居
住
の
主
体
と
場
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
い
わ
ば
、
ゆ
る
や
か
な
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
掛
け
で
あ

る
。
「
『
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
と
は
、
新
川
ら
に
よ
れ
ば
、
『
多
様

な
住
民
を
担
い
手
と
し
た
多
元
的
で
し
か
も
住
民
の
水
平
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
』と
定
義
さ
れ
る
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
づ
く

り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
〇
六
）
」（
山
口
）
も
の
で
あ
り
、
「
『
上

町
台
地.cotocoto

』
と
『
上
町
台
地.cotocoto

＋
』
に
は
、
地
域
の

お
宝
を
集
約
し
て
物
理
的
な
環
境
へ
の
着
目
を
か
き
立
て
る
こ
と

よ
り
も
、
む
し
ろ
よ
い
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
道
具
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
」（
山
口
）
と
い
え
る
。 

　
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
生
活
に
身
近
な
都
心
居
住

支
援
の
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
者
・
担
い
手
の
支

持
と
広
が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
研
究
会
の
議
論
で
は
今
後
に
向

け
て
次
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
確
認
さ
れ
た
。
新
・
旧
住
民
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
、
あ
る
い
は
上
町
台
地
に
暮
ら
し
て
は
い
る
も
の
の

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
な
い
人
々
の
視
点
、
さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
バ
イ
ド
の
現
実
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
、
ポ
ー
タ
リ
テ
ィ
（
窓

口
性
）
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
接
続
可
能
性
）
を
高
め
て
い
く
知

恵
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
サ
イ
ド
Ａ
と
サ
イ
ド
Ｂ
の

二
面
か
ら
な
る
構
造
に
、
日
常
の
魅
力
を
物
語
る
サ
イ
ド
Ｃ
や
、

地
域
の
知
恵
を
集
約
す
る
サ
イ
ド
Ｄ
な
ど
を
加
え
、
幅
を
広
げ
て

い
く
こ
と
も
、
今
後
の
展
開
の
可
能
性
の
一
つ
だ
ろ
う
。
誰
も
が

ま
ち
の
物
語
の
立
て
役
者
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ち
を
舞
台
に
体
現

す
る
き
っ
か
け
を
得
る
身
近
な
道
具
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
、
地

域
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
鍵
と
い
え
そ
う
だ
。 

（
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
）  

都心居住文化の創造へ 
 

第
一
一
話
の
終
わ
り
に


